
手話を学習するために！�
 手話は見る言葉です。その表現の強弱により意味も異なります。�
 言語を学ぶために辞典が必要なように、見る言葉である手話を学ぶためには�
「手話辞典」が必要です。しかし現状では、写真・イラストを用いた紙媒体が�
 ほとんどで、「見る言葉＝手話」の表現する意味を理解し、活用できる動画を�
用いた手話辞典は存在しません。�
�
�多くの手話を学習する人にとって、それを提供することは社会的に必要です。�
�このＣＤ－ＲＯＭは、手話単語例文約3０００文の動画をＭＰＥＧ１ファイルで �
 収録し、５０音索引による検索・会話の種類に応じた検索・指文字などの機能に�
より、本格的な手話の辞典として利用するものです。�
 何度も見たい場合は 繰り返し再生ができ、関連単語や会話、手話の語源、また�
「マルチワード 」機能で文を作成する機能により、調べやすく、使いやすい�
 ＣＤ－ＲＯＭになっています。�
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  問い合わせ先�
�レイシスソフトウェアーサービス株式会社�
�担当：藤田 亜夫�
�〒550-0012 大阪市西区立売堀１丁目4-１２ 住友生命立売堀ビル8F�
�ＴＥＬ：０６－６５３２－９３５７�
�ＦＡＸ：０６－６５３２－７４１１�
�E-mail ： fujita@rasis-soft.co.jp

販売計画�
�価格：48,000 円�
�パッケージ形態：ＣＤ－ＲＯＭ 7枚のセット�
�販売方法：直販、一部流通�
�チャンネル：全日本ろうあ連盟、関係窓口・関係機関を通じての販売活動�

公表計画�
�マルチメディアや情報機器系イベントへの参加�
�全国教育機関でのデモ活動�
�ホームページでの案内�

公表実績�
�「先導的コンテンツ市場環境整備事業」中間成果発表会（マイドームおおさか） 出展�
�「先導的コンテンツ市場環境整備事業」中間成果発表会（東京ビックサイト）    出展�
  �りんくうゲートタワービル展示ルーム「てんぽーる」にて展示�
� 日経産業新聞・日刊工業新聞各紙にて紹介される�
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